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1 ．は じめ に

　2001年 に 厚生労働省 は，生涯を通 じ た健康 の 出発

点 で あ る母子保健 の 取 り組 み と して 「健 や か親子 21」

（平山宗宏，2002） を 策定 した 。 そ の 取 り組み 課題 の

一
っ として 「妊娠 ・出産に関す る安全性と快適 さ の 確

保と不妊へ の 支援」 が挙げられて い る。こ の 妊娠 ・出

産 に関す る安全性と快適 さ の 確保と不妊 へ の支援とい

う課題達成の ため に は，助産師 は欠かせ な い職種の
一

つ で あ り，特に分娩，不妊治療 を 取 り扱う病院，診療

所 に おける助産師 の 役割 は大 きい 。

　 こ の よ うに助産師が求め られ る反面，平成 14年末

現在 の 全国就業助産師数 は 24，340人 で あ り （大臣官

房統計情報部人口動態 ・保健統計課保健統計室，2003

a）， 過去 10年間の増加率をみ る と ， 看護師，保健師

は 増加 して い る に も関わ らず，助産師の み が ほ ぼ横 ば

い で あ る （看護問題研究会，2002）。 ま た，助産師の

就業者数は 地域格差があ る 。 兵庫県の 平成 14年末に

お け る助産師の 就業率 （人 口 10万対） は 18．4で あ り，

全国平均 19．1を下回り ， 47都道府県中 30位とな っ

て い る （大臣官房統計情報部人 口動態 ・保健統計課保

健統計室，2003a）。

一方 ， 都道府県別に み た 出生率

（人 口 千対） を み る と，兵庫県 は 福井県，静岡県，岡

山県と な らび 9，5で あ り， 全国平均の 9，2 を上回り，

全国 6位と な っ て い る （大臣官房統計情報部人 口動態 ・

保健統計課，2003a＞。兵庫県 に お い て は，出生率 が 高

い に も関わらず助産師数は十分とい え る状況に は ない
。

こ の 状況 は雇用者が助産師を不要 と考 え て い るの か，

需要希望 が あ り不足の 状況 な の か は 明 らか で な い 。 そ

こ で ， 実際の 臨床の 場で ある兵庫県内の 病院お よ び診

療所 に お け る 助産師の 需要 の 実態を 明 らか に する た め

に本調査を行 っ た 。

1．研究方法

1．対象

　 兵庫県内の 産婦人科を標榜 して い る診療所，病院

　を対象と した 。 診療所に っ い て は，兵庫県医師会の

協力に よ り， 兵庫県下の 母体保護法指定医
一
覧よ り，

指定医 が 所属す る 204施設 の 診療所 と した 。 病院 に

っ い て は，「病院要覧 2003−2004」 （医療施設政策研

究会，2003）に よ り， 産婦人科診療科 の あ る兵庫県

内 の 病院 73施設 と した 。

2 ．期間

　　平成 15年 10月 7 日〜11月 14 日

3 ．方法

　 郵送 に よ る 質問紙調査を 行 っ た。調査内容は， 1）

現在 の 1 ヶ 月の取 り扱い分娩件数 ， 2）現在の 雇用
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　助産師数 ， 3）今後の助産師採用に関す る考え，の

　 3項目と した。

　　調査 に あた っ て は，無記名で あ り個 々 の 施設 は特

　定 され な い こ と，本調査以外 の 目的 に は使用 しな い

　 こ と を書面に て 説明 し調査協力を求め た 。

4．分 析方法

　　分析に は統計パ
ッ ケ ージ SPSSIO．Ojを 用 い，単

表 2 ：診療所 に お ける分娩 件数別助産 師雇用の 有無

1ヶ 月 の 取 り扱 い 分 娩 件 数 あ り な し　 　 合 計 （％）

分娩 は 扱 っ て い な い

1〜20 件

21 〜40 件

41 件 以 上

9910 571230 61406311

合 計 49 （40、5）　　72 （59．5）　121 （100 ．0）

純集計を行 っ た
。

皿．結　果

1，対象施設 の背景（表 1）

　　本調査 の 回収数 は，診療所 121施設 （回収率 59，3

％）， 病院 46施設 （63，0％）で あ っ た 。 現在 の 分娩取

　り扱 い の 状況 は，診療所 66施設，病院 4施設 が 分

娩を取り扱っ て お らず，取り扱い分娩件数が 1〜20

件 の 施設 は診療所 31施設，病院 13施設 ， 21〜40

件 の 施設 は 診療所 14施設，病院 14施設，41件 以

上 の 施設は診療所 10施設，病院 15施設 で あ っ た。

表 1 ：対象施設 の 1 ヶ月 の分娩 取 り扱 い件数

＊ 数字 は施設 数，（ ）内 は％ を示 す

診療所　　　％ 病院 ％

分娩は扱っ てい ない

1〜20件

21〜40 件

41 件以上

66　　　 54．5

31　　　 25，6

14　　　 11．6

10　 　　 　 8．3

4　　　　 8．7

13　　　 28．3

14　　　 30．4

15　 　 　 32．6

合計 121　　　　100．0　　　　 46　　　　100．0

＊ 数字 は施設 数を示 す

2，助産師雇用 の 現状

　 1）診療所 に おける 助産師雇用 の 現状

　　　診療所 121施設 の う ち 72施設 （59．5％）で は助

　　産師を雇用して い なか っ た。現在助産師を雇用 し

　　て い な い と回答 した施設 の うち，57施設 （79．2％）

　　は，現在分娩 を取 り扱 っ て い なか っ た （表 2）。

　　一方，現在助産師を雇用 して い る と回答 した 49

施設 （40，5％）の うち 40 施設 （81．6％）は 現在分娩

を取り扱 っ て お り， 1 ヶ 月の 分娩取り扱い 件数が

41件を超 え る すべ て の 診療所で，助産師を雇用

　して い た （表 2）。

　　助産師を雇用 して い る診療所の 常勤 と非常勤 の

助産師数を 1 ヶ 月 の 分娩取 り扱 い 件数別 に み る と，

分娩件数が 1〜20件 の 19施設の う ち， 12施設 で

平均 1．4 名 の 常勤助産師を雇用 して お り，16施

設 で 平均 1．9名の非常勤助産 師を雇用 して い た

（表 3）。同様 に 21〜40件 の 11施設 の うち，7施

設 で 平均 1．6 名の 常勤助産師を 雇用，8施設で 平

均 2．5 名 の 非常勤助産師を雇用，41件以上 の 10

施設 の うち，9施設 で 平均 3，9名の 常勤助産師を

雇 用，8施設 で 平均 2．1 名 の 非常勤助産師を 雇用

　して い た （表 3）Q

　　ま た ， 常勤と非常勤の 雇用状況をみ る と，常勤

の み 雇用 して い た の は 8施設，常勤お よ び非常勤

　を雇用 して い たの は 20施設，非常勤 の み雇用 し

　て い た の は 12施設 で あ っ た （表 3）。

2）病院 に お け る助産師雇用 の 現状

　　病院 に お い て は，分娩を取 り扱っ て い な い 2施

設で 助産師を雇用 して い なか っ た （表 4）。

一
方，

分娩を取 り扱 っ て い る 42施設 の すべ て で 助産師

を雇用 して い た （表 4）。

　　助産師を雇用 して い る病院 の 常勤と非常勤 の 助

産師数 を 1 ヶ 月の 分娩取 り扱 い 件数別 に み る と，

分娩件数 が 1〜20件 の 13施設 （無回答 1施設）

の うち，12施設 で 平均 7．0 名の 常勤助産師を ，

表 3 ：常勤 ・
非常動 助産 師 の雇 用状 況 （診 療所）

取 り扱い 分 娩件数 常勤 の み 雇 用 　 常勤お よ び非常 勤 非常 勤の み 雇 用 常 勤平 均人 数

をして い る　 　 　を雇 用 して い る　 　 をして い る

非 常勤 平 均人 数

1−v20件 　（N ＝ 19 ）

21 〜40 ｛牛（N ＝11 ）

41 件 以上 （N ＝ 10 ）

332 947 741 469113 951122

合 計 8 20 12

＊ 太数字 は，施設 数を 示す
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表 4 ：病院に お ける分娩件数別助産 師雇用の 有無

1 ヶ 月 の 取 り扱 い 分 娩 件 数 あ り な し　 　 合 計 （％）

表 6 ：分 娩 を取 り扱 っ て い る診 療所 に お ける 「今後助産 師の

　 　 採用 を考 えて い るか ？」 に対 する回 答

分 娩 は 扱 っ て い ない

1 〜20 件

21 − 40 件

41 件 以 上

2345 2000 4131415 1 ヶ 月 の 取 り扱 い 分 娩 件 数 　 は い 　 　 い い え　 わか らな い 　合 計 （％）

1〜20 件

21 〜40 件

41 件 以 上

300 130 710 140311

合 計 44 （95．7）　　 2（4、3）　　46 ｛iOO ．O） 合 計 33（60．0）　　14（255 ）　　 8（145 ）　　55 （100 ．0）

＊ 数字は 施設数，（ ）内は％ を示 す

6施設 で 平均 2．0名 の 非常勤助産師を雇用 して い

た （表 5）。 同様に 21〜40件の 14施設 （無回答 1

施設） の うち，13施設 で 平均 11．2 名 の 常勤助産

師を雇用，2施設で 平均 1名の 非常勤助産師を雇

用，41件以上 の 15施設（無回答 1施設）の うち，

14施設で 平均 15．2名の 常勤助 産 師 を 雇用，2施

設 で 平均 2名 の 非常勤助産師を雇用 して い た （表

5）。

　ま た
， 常勤と非常勤の 雇用伏況をみ る と

， 常勤

の み雇用 して い た の は 29施設，常勤お よ び非常

勤を雇用 して い たの は 10施設 ， 非常勤の み雇用

して い た施設 は なか っ た （表 5）。

＊ 数字は施設数，（　）内は％ を示す

表 7 ：分娩 を取 り扱 っ て い る病 院 における 「今後助産 師の 採

　　 用を考えて い るか ？」 に対する回答

1ケ 月 の 取 り扱 い 分 娩 件 数 　 は い 　 　 い い え　 わ か らな い 　合 計 （ゆ

1 〜20 件

21 〜40 件

41 件 以 上

B1311 300 214 345

　 合 計

＊ 数字は施設数，（ ）内は ％を 示す

32（76．2）　　 3（7．t）　　　 7（16．7）　　42 （100．O）

3．今後 の 助産師採用 に関する考 え

　1）今後の 助産師採用予定の 有無

　　 診療所に お ける今後の 助産師採用 に っ い て は，

　　「採用 を考 え て い る」 は 41施設 （33．9％）， 「採用

　　を考 え て い な い 」68施設 （56．2％），「わ か らな い 」

　　12施設 （9．9％）で あ っ た 。 分娩を取り扱 っ て い る

　 55施設 の うち 33 （60，0％） の 施設 で 採用を考えて

　　お り， 特に取り扱い 件数が 41件以上の 施設全て

　　で 採用 を考え て い た （表 6）。

　病院に お け る 今後の 助産師採用 に っ い て は ，

「採用を考え て い る」 は 32施設 （69，6％），「採用

を考え て い ない 」 6施設 （13．0％），「わか らな い 」

8施設 （17．4％） で あ っ た 。 分娩を取 り扱 っ て い

る 42施設 の うち 32施設 （76．2％） の 施設で 採用

を考え て い た （表 7）。

2）助産師の 採用 に っ い て の 意見 （表 8）

　 助産師の 採用 に つ い て の 意見 を 自由記載 して も

　ら っ た結果 ， 診療所 67施設， 病院 42施設か ら回

答 を 得 た 。 自由回答 の 内容 を KJ 法 に よ り分類 し

　た 。

  「採用を考え て い な い 」 とい う回答 に 対す る意

　 見

　　 助産師の 採用を考え て い ない とい う施設 の 意

　 見と して最も多か っ た の は，「現在分娩を取り

　 扱 っ て い な い た め」 また は 「分娩数が 少 な い た

　 め」 で あ っ た 。 次に 「現在の 助産師数で 充足 し

　 て い る」とい う意見が多か っ た。 2施設で は，

　 「助産師 の 給与 が高い 」 と い う意見 が あ っ た 。

  「採 用 を考え て い る」 とい う回答 に対す る意見

　　 助産師の 採用 を考え て い る理 由と して は，

「助産師の 人員不足」 が 最も多く， 次い で 「欠

員補充の 為の 採用」 で あ っ た 。 「妊産褥婦指導

の充実」，「周産期医療の充実」の た めとい っ た

意見 も多 く見 られた。こ れ らの 中 に は，「妊娠

期か ら産褥期ま で の
一

貫 した指導を行い た い 」，

表 5 ：常 勤 ・非 常勤助産師 の 雇 用状況 （病 院）

取 り扱い 分娩件 数 常勤 の み 　 　 常勤 および 非常 勤 　 非常 勤の み 　 常 勤平 均 人数 非常勤 平 均人数

をして い る 　　　を雇 用 して い る 　　 をしてい る

1〜20 件　（N ＝12 ）

21 〜40 件 （N ＝13 ）

41 件以 上 （N ＝14 ）

6

“

12

622 000 7、011

．215

．2

212

合計 29 10 0

＊ 太数字は，施設数を示す
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表 8 ：助 産師 の採 用 につ い て の 意見

「操用を考えていない亅という回答に対する意見（40 件）

　 分娩を扱 っ て いない または 分娩数が 少ない （30件）。

　 現在の 助産師数で充足してい る（4 件）。

　 助産師を必 要とする業務がない （4件）。

　 看護師よリ給与が高額になる（2 件〉。

「採用 を考えて いる亅という回 答に対する意見 （66 件）

　 助産師の 人員不足（17 件）。

　 助産師の 産休、退職などによる欠員分の 補充としての 採用 （16件）。

　 妊産褥婦指導の 充実を図るため （8件）。

　 助産師の 教育や専門知識を高く評価してい る（7件）。

　 周産期領域の充実の ため助産師の専門性を必要とする（5件）。

　 分 娩を取り扱っ ているため （3件）。

　 施設運営の方針によっ て採用 が決まる（2件）。

　 夜勤の 可能な助 産師が不足 してい る（2件）。

　 不妊治療の 場におい ても助産師が必要 （2件）。

　 その他〔現在の 少子 化 、産科医療．助産師に関する意見など〉（4件）。

rわか らない 」とい う回答に対する意見 （13 件）

　 助産師は不 足しているが応募がない（5件〉。

　 分 娩を扱っ ていないまた は分娩数が 少ない （4件〉。

　 人件費が高い （2件）。

　 非常勤であれ ば採用 した い （1件）。

　 今後分娩件数が増えるようであれば採用 したい （1件）。

　「母乳外来 の 充実 の ため 」，「助産師外来 を新た

　に 設 置 す る た め 」，「院内助産 院 シ ス テ ム の 充実

　 の た め」など助産師独自の 活動 の 場を充実させ

　た い と い う具体的な意見 が 見 られ た 。 また，

　「分娩 だけ で な く不妊治療の 場に お い て も助産

　師が 必要と考え る 」 と い う不妊治療 に おけ る助

　産師の 必要性に っ い て の 意見も あ っ た 。 さ らに

　助産師 そ の もの の 教育や 能力 を高 く評価 して い

　る意見も寄せ られ た 。

  「わか らない 」 とす る回答 に対す る意見

　　 こ れまで の 応募状況 か ら，助産師の 応募がな

　く，不 足 して い る が採用 に つ い て はわ か らな い

　と す る意見が 最 も多か っ た 。 また，非常勤や今

　後分娩が増加すれ ば採用する と い う意見も見 ら

れ た 。

IV．考　察

1，助産師雇用の 現状 に つ い て

　 現在助産師を雇用 して い な い 施設の 多くが現在分

娩を 取 り扱 っ て お らず，一方，分娩 を多く取 り扱う

施設で ある ほ ど助産師を雇用 して い る こ とか ら，助

産師 の 雇用 に あた っ て は取 り扱 い 分娩件数が大 きく

影響 す る こ と が わ か っ た 。 平成 11年に実施さ れ た

施設 で 働 い て い る 助産師 の 業務内容 に 関す る調査

（川越厚，2000）で も，助産師の業務内容は 「分娩

介助」 が 最 も多 く，診療所 87．7％，病院 97、8％と い

う結果で あ り，こ の こ とか ら も，分娩件数と助産師

雇用が大 きく関与して い る こ とがわか る 。

　 常勤，非常勤 とい う雇用形態 と分娩件数 に つ い て

は，明 らかな傾向 は み られなか っ た。雇用形態 につ

い て は，施設 に お け る人件費 の 問題，非常勤 は雇用

　しな い や非常勤職員 は外来部門の み 雇用す るな どの

施設 の 雇用規則の 問題 常勤者 の 応募が な い な ど様々

な要因が背景に ある と思 わ れ る が ， 本調査 で は ， 雇

用形態 の 理 由 な ど に つ い て の 質問は して お らず明 ら

かで は な い
。

　 雇用状況 は同程度 の 分娩件数 で あ っ て も，診療所

と病院で は雇用 して い る人数に は大 きな差 が あ っ た 。

例 え ば，分娩件数が 1〜20件の 診療所で は常勤助産

師が 1．4名な の に対 し， 病院で は 7．0名と診療所の

5 倍 の 助産師を雇用 して い た
。 同様 に 21〜40 件 の

施設で は，病院は診療所の 7倍，41件以上 の 施設

で は 3．9倍の 助産師を雇用して い た。さらに，常勤，

非常勤 の 雇用形態 別 で み る と，診療所で は，常勤 の

み の 施設 は少な く，非常勤 の 雇用が多 い 傾向がみ ら

れた。 反対 に ，病院で は，非常勤 の みの 施設はな く，

非常勤を雇用 して い る施設 も少な く，主 な雇用形態

は常勤で あ っ た。

　 平成 14年度末 の 兵庫県 に お け る就業場所別助産

師数をみ る と， 病院 762名， 診療所 129名で あり助

産師の 大多数が病院で 勤務 して い る （大臣官房統計

情報部人口動態 ・保健統計課保健統計室，2003b）。

　しか し，兵庫県 の 平成 14年度 の 出生場所別出生数

を み る と病院が 全体 の 53，5％な の に対 し診療所は

45，6％で あり （大臣官房統計情報部人 口 動態 ・保健

統計課，2003b），分娩数に は病院と診療所に大き な
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差 は な い
。 病院は比較的リス クの 高 い 妊産褥婦 を対

象と して い る こ とや，自由記載 に あ っ たよ うに助産

師の 人件費の 問題 な ど ， 単に分娩件数だ けで な く，

様々 な施設 の 状況が 助産師の 雇用 の 背景に あ る と思

われ る 。 しか しな が ら，岸田 （1996）ら は，産婦の

情緒的側面 に 働きかける サ ポー
テ ィ ブ ケ ア と分娩期

サービ ス の 満足度に は，関連 が あ る と報告 して お り，

産婦 の 傍 に 最 も長 くい る の は 助産師で あ る （島田，

2002）こ と か ら も，分娩期 に 助産師が産婦 の ニ
ーズ

に あ っ た助産 ケ ア を提供す る こ とが 重要で あ る と考

え る 。 従 っ て，診療所 に お い て も病院同様 に 助産師

の 役割 は大 きく， 今後の さ らな る雇用が求め られ る

と考 え る 。

2．今後の 助産師の 需要につ い て

　　 「現在採用を考え て い な い 」施設 の 理由の 大半が

「分娩を 取 り扱 っ て い な い，もしくは 分娩件数 が 少

　ない 」 こ とか ら現在の 雇用状況と同様に，今後の 助

産師の 採用 に つ い て も， 取り扱い 分娩件数が 大きく

影響して い る 。 分娩を取り扱 っ て い る施設で の 助産

師 の 需要 は あるが，分娩を取 り扱 っ て い ない 施設で

の 需要は少な い
。 しか し，自由記載で み られ た よ う

に 不妊治療の 現場 で も助産師 は求 め られ て お り，生

殖補助医療が 日 々進歩す る中で 対象 とな る女性や家

族 へ の 支援 を 考え た と き， 助産師が担う役割が あ る

と思、わ れ る 。

　　さらに，前述 の 現在 の 雇用状況 は，病院と診療所

に大きな格差が み られた が，分娩を取 り扱 っ て い る

診療所 の 6割が今後助産師の 採用を考え て い た こ と

や，自由記載の 中の 採用 の 理由は 「助産師の 不足」

が最も多か っ た こ とか ら診療所に お い て も助産師を

採用 した い と考え て い る こ と が わ か っ た。特 に ， 現

在の助産師で十分で あ る とする意見は，自由記載の

中で わずか 4件で あ り， 多くの 施設で必要とする助

産師数が 確保出来て い な い 状況 で あ る と思われ る。

　 採用を考え る理由として ，周産期領域の 充実や妊

産婦指導 の 充実，院内助産院 の 開設など， 助産師の

専門性を重視して い る 。 こ れ は，少子化 に よ り分娩

件数が減少するため 助産師の 増加 は不必要で ある と

い う考え方で は な く，少子化に よ り出産や育児経験

の な い 妊産婦が増え る こ と， ま た妊産婦の 価値観の

多様化へ の 対応 や個別性 の あ る ケ ア を 提供す る た め

に は，助産師が必要で あ る と考え て い る こ とが伺わ
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れ る。こ の こ とは，各施設で 助産師の 専門性を高く

評価 して い る こ と も背景に あ る と考え る 。

V ．まとめ

　本調査の 結果か ら， 兵庫県に お い て は助産師を必要

と して い る 産婦人科診療所お よ び病院 で 助産師が十分

に確保出来て い な い 現状が あ り，助産師の 需要は高い

と考え られ る。特 に，「健や か親子 21」 の 課題達成の

た め に は，よ り多 くの 助産師の 確保 が 求 め られる。
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